
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年(2022)9 月 24 日  第 56 号  
「ヨシ再生に携わって教わる事Ⅱ」 

講演会 「「つる草抜き」から見えてきたもの 

        ----篳篥用ヨシの再生に向けて----」に出席して 

 
先月の守る会において、４月から始まった鵜殿のヨシ原での蔓草抜きの成果等につ

き、「「つる草抜き」から見えてきたもの…篳篥用ヨシの再生に向けて…」として、雅楽協

議会の鈴木治夫さん(笙制作等に携わっておられます)に 8月 27日講演頂きました。 

コロナ禍の中ではありましたが、確りと感染予防対策しつつ五領小学校、上牧小学校

の先生、ＰＴＡの方々も含めて３０名をも超えるお仲間に参集頂き、ヨシ再生の重要性と

効果につきまして多くの学びのお時間を頂きました。 

 雅楽の成立ちから上牧・鵜殿ヨシ原の歴史まで、ご用意願った多くのパワーポイントに

よる説明、また、雅楽楽器篳篥等の演奏も頂き、あっという間の２時間でした。 

 講演後、各学校の先生方と鈴木さん、連絡先交換され今後（来年度も）の活動の協力

依頼を共にされていました。 ご都合で参加出来なかった五領中学校へは、改めて資料

等お届けし大変喜んで頂けました。 

本活動は単年で成せる事ではありませんから、本年の成果を見届ける事と共に、来

年度の作業スケジュールを早めに立てての対応が大切とも教わりました。 

 また、今月（９月）最終週２６～３０日も蔓草抜き予定されています。（作業時間：午前８

～１１時）  ご体調ご予定合えば、一度鵜殿にも足をお運び願えると幸いです。 

ｃ．ｙ 

                                          
 

応急給水訓練 実施報告 
上牧自主防災会作成資料を一部抜粋 

7月 30日（土）に上牧自主防災会主催の応急給水訓練が五

領水源地内の五領受水場において、高槻市水道部指導のもと

実施されました。上牧自治会はじめ、多くの自治会から受水者

としての一般参加もあり 82名と多くの方が参加されました。 

水道部の方の挨拶では、水の備蓄（１人３リットル３日分）の必

要性を言われていました。 

訓練内容としては、地震が発生し五領地区の大半が断水し

たが、五領受水場までの大阪府水道管の被害が免れたと想

定。預かっているカギ及び、水質簡易測定器を使い、五領受水

場に設置してある常設給水栓を活用した応急給水訓練が行わ

れました。 

参加者は、各自用意した容器、水道部に用意していただい

た 10 リッター携帯容器等でこの水を持ち帰りました。自転車の

荷台で運んだのですが以外に重い事に気づかされました。 

訓練開始の挨拶 参加者整理 給水 

給水栓 
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編集部 ： 九月も終わりに近づき、本格的な秋になりました。異常気象は相変わらずで、体調管
理を難しくしています。折から、今年はインフルエンザが流行するとか、コロナとダブルで流行すると
いう事も言われています。マスクを外すのは当分お預けでしょう。当たり前のように接種してきたイ
ンフルエンザのワクチンも効果は７０％程度とか。コロナのワクチンも自己責任で決定です。  

次回「守る会」定例会は 10月 22日、 第 4土曜日   
１５：００～１７：００、上牧公民館（上牧町本澄寺前）で開催します。 

連絡は、事務局村井（masa569@tcn.zaq.ne.jp） 迄                                

発行  ： 高槻・五領の環境と子どもの未来を守る会     

 代表  ： 上田 博夫 

 住所  ： 〒569-0003 大阪府高槻市上牧町１丁目 3-17 上牧公民館内     

 電話番号： 090-2283-1619 （村井） 

ホームページ ： https://takatsukigoryo-mamorukai.jimdofree.com/ 

 

五領・鵜殿写真情報  2022年 9月 18日他   撮影：大倉清教氏  

 大倉氏は淀川河川敷の鳥を中心に五領地区の自然を撮影しておられます。氏のホーム
ページには毎日のように写真が掲載されます。 

 以下の写真は、氏の Facebookより主に鳥の写真を転載させて戴いております。 

ホームページ ： https://www.facebook.com/Kiyonori.Ookura 

朝げを GET したミサゴ ゴイサギの飛翔 カルガモの飛翔 

上牧・鵜殿の葭原    つる草抜き  ヨシ原通信より 

 「つる草抜き」4月～8月までの日数と参加者人数 

   4月～8月の 5か月間      合計 日数 40日   参加人数 延べ 1188名 

4月 10日間 765名 (９、10、11、12、13、16、17、20、22、23日の 10日間) 

5月  8日間 155名 (16、17、18、19、20、21、24、25日の 8日間)  

6月  2日間  44名 ( 9、10日の 2日間) 

7月  8日間  45名(89名) (11、13、25、26、27、28、29、30日の 8日間)  

8月  12日間  68名(135名) (8、 9、10、11、12、13、 

25、26、27、 28、29、30日の 12日間) 

4月～8月 日数 合計 40日間 

参加合計人数 1077名 (延べ人数 1188名)  

 (7月、8月は 3時間でしたので、合計人数の計算では 2日で 1日分と計算しました) 

 9月の「つる草抜き」を残していますが、1千名を超える方々に参加いただきました。 

「ＪＴ生命誌研究館に行ってきました！」 

  本施設は１９９３年１１月設立。日本たばこ産業（ＪＴ）によって運営される企業博

物館です。（スタッフさんの丁寧な説明つきですが入館料は無料です。） 

パネルや映像作品等展示で、生きものの３８億年の歴史とつながりを楽しく学べま

す。生命についてこんなにも研究されている施設が高槻にあるにも拘らず、今まで知

らずにいた事を残念に思える程、素敵に学べるところでした。 

ゲノム（ＤＮＡ）、遺伝子等、知っていたようで実は理解出来ていなかったことを実感

しながら、生き物の進化生態系の説明の中、蝶が食草を見分けて、実は種類毎に食

べる葉（匂い）が違っている事等虫達の生きる知恵を知っても、やはり苦手は苦手で

ナナフシのマンションは絶句ものでした。 

４Ｆには食草園（蝶のための庭）があり、様々な生き物を（季節ごとに）観察出来る

ようにとお手入れされていました。 

 生命のなりたち等の学びに、虫達には目を瞑りもう一度行ってみたいと思える施設

でした。                                     ｃ．ｙ 

 

モズが増えてきました 

草むらから顔を出したキジ アオサギ 

mailto:masa569@tcn.zaq.ne.jp
https://takatsukigoryo-mamorukai.jimdofree.com/

